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資料：文部科学省「学校保健統計調査」 

順 位 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

1 新 潟 1.0 新 潟 0.9 新 潟 0.8 新 潟 0.8 

2 広 島 1.1 愛 知 1.1 愛 知 1.1 愛 知 0.9 

3 長 野 1.2 広 島 1.1 京 都 1.1 京 都 0.9 

4 愛 知 1.2 長 野 1.2 広 島 1.1 岡 山 0.9 

5 東 京 1.3 岐 阜 1.2 岐 阜 1.2 広 島 0.9 

～ 

40 青 森 2.2 宮 崎 2.2 鹿児島 2.0 青 森 2.0 

41 北海道 2.3 熊 本 2.3 宮 崎 2.1 三 重 2.1 

42 宮 城 2.3 北海道 2.4 北海道 2.2 鹿児島 2.1 

43 鹿児島 2.3 三 重 2.4 青 森 2.2 秋 田 2.2 

44 熊 本 2.4 秋 田 2.5 熊 本 2.2 高 知 2.2 

45 秋 田 2.4 鹿児島 2.6 大 分 2.2 大 分 2.4 

46 大 分 2.8 大 分 2.8 秋 田 2.5 熊 本 2.6 

47 沖 縄 3.5 沖 縄 3.4 沖 縄 3.1 沖 縄 2.9 

全 国 1.71 全 国 1.63 全 国 1.54 全 国 1.40 
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お口ブクブク大作戦事業(県事業) 

１) 対  象：幼稚園・保育所の５歳児 
 
２) 期  間：平成１６年４月～平成１９年３月(３年間) 
 
３) 目  標：１００施設 ２０００名 
 
４）施策目標： 
  フッ化物洗口を実施している施設（幼稚園・保育所）の割合 
  最終目標：平成22年度末で40％→43.3％(平成22年12月31日現在) 
 
５）成 果： 
  県内の幼稚園・保育所389施設中 
  103施設、  2,145名がフッ化物洗口を実施（実施率26.5％） 
  一部市町村では、市町村事業として、小・中学校14校、2,433名が実施 
 
６）評 価： 
  モデル事業終了後「フッ素洗口推進事業のまとめ」を発行 
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 ３年間のモデル事業終了により、平成19年度からは、市町村事業と
してフッ化物洗口事業を実施している。 
 

 秋田県では、市町村におけるフッ化物洗口事業の更なる拡大・定着
を図るため、平成19年度から「市町村等フッ化物洗口推進事業」を実
施し、市町村を支援している。 
 

内容：１）歯科衛生士による巡回歯科保健指導の実施 
   ２）市町村への県補助金の交付 
  
 また、平成21年７月からは、国の「ふるさと雇用再生特別交付金」
を活用し、秋田県が秋田県歯科医師会に委託して、雇用してもらった
歯科衛生士４名により、「フッ化物洗口等歯科保健訪問指導事業」(平
成23年度までを予定)を実施し、市町村等への支援を拡大している。 

市町村等フッ化物洗口推進事業（平成19年度～） 

臼井記念歯科保健功労賞(平成１８年～) 
秋田県でのフッ化物洗口事業に先鞭をつけるも、平成１７年羽越本線特急いなほ号脱線事故
で急逝した故臼井和弘氏の功績を称えるとともに、その遺志を継承し他の模範となる歯科保
健活動を実施している団体・個人を表彰。 



1. システム作り 「フッ素洗口特別委員会」の設置 
        (委員は県歯役員と郡市歯科医師会から選出) 
2. 広 報 TV、ラジオ等での啓蒙・PR活動、ポスター作成 
     
3．研修会 県民向け公開講座、歯科医師会会員向け研修会 
        関係者(市町村、施設)向け研修会(毎年開催) 
 
4. 行政への協力 事業説明会のサポート(う蝕予防に関するフッ素  
         洗口の効果や安全性の説明、質疑応答の対応) 
 
5. 要望書 県教育庁へ小学校でのフッ素洗口実施の要望書の提出 

◎県民向け情報提供ツール 「歯ッピー通信」の発行(年一回) 

◎実施施設の導入ガイドとしてのDVDの製作 
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ＤＶＤ“フッ素で守ろう 
      秋田っ子の歯” 
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県行政との違い 
 ・フッ素洗口についての知識がほとんど無い 
  →反対意見に対抗する技術がない   
  →歯科医師会が仲立ちをして協力体制を作ってあげる 
  →実施主体は市であり、反対者と向き合いえあるようバッ 

クアップをする 

市町村・議会への説明内容 
１．秋田県の子供たちの悲惨な現状 
２．フッ素洗口事業の効果、安全性 
３．財政への効果(費用対効果) 
４．何より“子どもは地域の宝物”であり、それを守 
  るのはそこに住む大人の責任である 
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◎学校への働きかけ 
 ・学校歯科医として必ず校長・養護への説明を行う 
  →市からのトップダウンだけでは、抵抗が起こる 
 ・対決姿勢でなくあくまで冷静に、説明し理解を求める 
  →学校歯科医の職務であるが、決断を迫らない 
◎教育委員会への働きかけ 
 ・県（保健所）、市（担当部長）、歯科医師会長との 
面会 

 ・理解を得られるまで、何度でも粘り強く説得 
  →相手も人間、真剣さが伝われば話を聞くように！？ 
   必ず教育委員会の中に理解者が出てくるはず！？ 
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 市議会での実施決定・予算可決は絶対的な意味 
  →あらゆるコネクションから議員の理解を得る 
   市民（保護者）のほとんどが賛成する事業である 

 医師会・薬剤師会の理解・協力 
学校医・学校薬剤師の理解と協力 

３師会との会議等で、フッ化物洗口を話題にする 
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秋田県のフッ化物洗口実施施設数と実施人数 
２２年度は平成２２年１２月３１日現在 

平成２３年９月概算 実施施設約３４０，実施人数約３７，０００人 
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平成20年度  2.5本 
（全国46番） 
 
平成22年度  1.9本 
（全国39番） 
 

平成20年度 

平成22年度 

新潟県0.8本 

新潟県0.8本    平均1.29本    秋田県1.9本 



H22.12.1現在 

実施施設数は291施設 
 

実施率は 38.3% 
 

実施人数は 22,807人 
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 お口ブクブク大作戦の立案など秋田県の歯科保健に多大な貢
献をなされ、志し半ばで、平成17年12月25日に起きたJR羽越
線脱線転覆事故で急逝された故臼井和弘先生（享年３４歳）
に心から敬意と哀悼の意を表します。 18 
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ご静聴ありがとうございました 
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